
　栃木県宇都宮市で行われた「釜川２０周

年まつり」の会場デザイン。源流の竹林

と水面をモチーフにした竹の円形パビリオ

ンにより、「１日限りの竹のパブリックス

ペース」を商店街の広場に計画した。展示

壁とベンチを一体化した円形の竹パビリオ

ンを、釜川の「現在」「過去」「未来」とい

うテーマに沿って広場全体に配置した。舗

装された広場に基礎が設けられないことを

前提に、竹の構造は、ベンチが柱脚の役割、

曲面壁と円形頂部が水平剛性（振れ止め）

を担い、学生と地域のボランティアにより

1日で施工可能なデザインとした。イベン

ト終了後、竹は竹炭や農業用調水資材とし

て再利用された。商店街から人の流れを引

き込み、ベンチや展示壁による人の居場所

と、都市の中の竹林のような風景という、

２つのスケールによるパブリックな空間を

創出することを意図した。

　この釜川改修20周年記念事業において、

宇都宮大学安森亮雄研究室は、釜川に面す

る建物の景観調査文 ) と会場デザインを行

い、また、大学院の研究室横断チームが制

作した未来の中心市街地居住の提案集「カ

マガワ・リバーサイドハウジング・カタロ

グ」（図 10）を展示・発表した。 

図 1　人の流れを引き込む、竹の空間によるパブリックな居場所

図 2　平面図（縮尺=1/350）

竹の円形パビリオン
栃木県宇都宮市釜川におけるパブリックスペースのデザイン

Bamboo Circle Pavilions
Design of Public Space in Kama-River in Utsunomiya City, Tochigi 
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設計：宇都宮大学安森亮雄研究室
〒321-8585
栃木県宇都宮市陽東7-1-2 宇都宮大学工学部8号館2階　　　
tel/fax   028-689-6185
e-mail    yasumori@cc.utsunomiya-u.ac.jp

施工：宇都宮大学安森亮雄研究室，地域ボランティア，（株）興建

Architect：Yasumori Lab, Utsunomiya University
〒321-8585
Yoto 7-1-2, Utsunomiya, Tochigi 321-8585, Japan
tel/fax   028-689-6185
e-mail    yasumori@cc.utsunomiya-u.ac.jp

Construction：Yasumori Lab， Kohken



所在地：栃木県宇都宮市江野町 8番 3号
　　　　宇都宮市オリオン通り商店街・市民広場
用途：「 川２０周年まつり」展示イベント会場
主催：宇都宮まちづくり推進機構
　　　 川改修記念 20周年記念事業実行委員会
会場デザイン：安森亮雄、佐藤秀斗、金知恩（宇都宮大学安森亮雄研究室）
アートディレクション：上澤祐一、福屋貴雄（マニュアルデザイン）
施工：学生・地域ボランティア、(株 ) 興建、宇都宮市森林組合
敷地面積：689m2
建築面積：72.31m2、円形パビリオン及びベンチ 17 基
　　　　　　　　　　 矩形パビリオン（店舗）10基
設計期間：2012年 10月～ 11月
施工期間：2012年 11月 17日
展示期間：2012年 11月 18日

Location : 8-5,Eno-machi,Utsunomiya,Tochigi
                Civic square, Orion street Utsunomiya
Main Use : Temporary Event Space
Organizer : Promotion Organization Utsunomiya town 
　　　　　  Committee of Kmagawa 20th Anniversary Festival
Venue Design : Utsunomiya University, YASUMORI Lab.
Art Direction : Manual Design
Construction: Students and Community volunteers, Koken
Site Area : 689m2
Building Floor Area : 72.31m2, 17 Circle Pavilions & Benches
　　　　　　　　　　　　　　　 10 Rectsngulsr Pavilions (Shops)
Design Period : October-November 2012
Construction Period : November 17, 2012
Exhibition Period : November 18, 2012

図 3　オリオン通り商店街からの連続

図 5　学生とともに１日で施工される風景

図 4　商店街に出現した竹林のような柱の風景

図 6　縦割りした竹の腰壁を用いた物販ブース

図 9　釜川源流の竹林の風景

図10　カマガワ・リバーサイドハウジング
　　      ・カタログ

図 7　平面詳細図（縮尺=1/100）

図 8　立面詳細図（縮尺=1/100）

参考文献 1) 金 知恩 , 安森 亮雄 , 藤澤 悟 :  中心市街地の小規模河川に面する建物の方向と町並みに関する研究 ‒ 栃木県宇都宮市釜川を事例として ‒
日本建築学会大会学術講演会梗概集（東海）F1分冊 ,pp128 ～ 129,2012.7
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カマガワ・リバーサイドハウジング・カタログ
- 宇都宮市釜川沿いの中心市街地居住の提案 -

コモンピロティ・アパートメント
- 釜川沿いのピロティを共有して住む -

コーナータワー・ハウス
- 釜川沿いの角地で店舗を営み立体的に住む -
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展示壁 白ポリ板 3×6板
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展示壁 白ポリ板 3×6板
水平剛性（振れ止め）
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水平剛性（振れ止め）
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柱脚の役割
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釜川の現在
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